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到底場 i白骨墜事罰属鹿
果てしなく続く地平線が広がる乾いたエチオピアの大地、まとわりつくよう右

湿気を帯びた深緑のカンボジア、白銀に包まれた極寒のチェチェン、そして文明の

歴史が色濃く刻まれたイギリス。異国情緒溢れる魅力と雄大な自然をたたえた4 カ

国におよぶ壮大なロケーションは、運命に翻弄される 2人の愛の姿を時に過酷に

時に甘美に描き出す。

粗野で野性味溢れるニックを演じるのは、次のジェームズ・ボンド候補のクライ

グ・オーワェン。シューマンの名曲 f トロイメライ jの優しい旋律が、切ないまでに

高まる 2人の薄幸の愛をより一層切なく彩る。



栴島洋子さん(作家)

久しぶりに涙を流した。

ぞれは悲しみの雫で、はなく、

溶岩のように殺到して

魂ぞ燃え上がらせる灼熱の涙だった。

安藤優子きん(ニュースキヤスター)

~通す、思いぞ貫ぐ、どちらも厳しく、

気だけがそれぞ可能にしてくれる。

サラのまっすぐな勇気に心うたれる。

サラがわたしたちに贈る、情熱という名の炎

ここのヒロインの人生省?生きていた。

ノミネートされるに遣いない。

高嶋ちさ子さん(パイオリニスト)

観て終わる映画ではなぐ、観てから始まる映画て'す。

その続きのヒロインはわたしたちです。

続き争自分が引き継ぐことが大切だ、と

心から思った映画でした。

高田万由子さん(女優)

往む世界が違う 2人の人間が、

命を懸けて愛と勇気を求めあう心に感動しました。

ショッキングな内容でしたが、

子を持つ親として何かしなければと思いました。
(順不同)

唯川恵さん(作家)

愛は深ぐ、広ぐ、激しく、そして、返しいもの。

アンジエリーナの強い意志を感じさせる

演技とパワーに感動した。

雅姫さん(モデル)

大自然のありのままの姿、

想像を絶する現実に圧倒。

ぞこにいる等身大の彼女が

なによりも強〈美しくみえた。

岸恵子さん(女優・作家・国連親善大使)
今迄に、ぞの片鱗を見知った世界なのに、戦保守伴ったしたたかなショック舎受けました。

飢餓にうごめく虐げられる弱者と、彼ら会救う立場にある軍隊の強欲と横暴。そのはぎまに芽生える、

熱血の医師と国連活動に従事する女性との宿命的な恋。壮大なスケーノレで描かれる十年間に亙る愛の

物語が胸に渉みます。かたちは違つでも、拙著「風が見ていたJ の、救援活動に一生ぞ捧げる日本人医師と、

ドクター・ニック・キャラハンが重なり、定然とした感動で、身動きが出来ません。また、実生活でも国連

難民救援に惜しみない愛争捧げる、美しいアンジエリーナ・ジョリーに絶大な拍手を贈ります。

山下久美子さん(シンガー)

命をp 救い、育み、愛に生きる女性に宿るカはものすごいのだ。

神様はまだ私達に失望していない・・・そんな思いに胸を熱くしました。

する大きは花になるととは確かだったからだ。

夫の愛情を一身に受け、子供にも恵まれたサラはしあわせを絵に

描いたような毎日を送っていたo そして、もちろんサラもそれが最高

の人生と信じて疑わなかった。青年医師ニック(クライヴ・オーウェン)

が出現するまでは…。

が、難民キャンプの子供たちにかける荒々しく、ひとすじなニック

の情熱は、サラが信じたしあわせに、サラ自身気づかなかった裂け目

を見つけて忍び込み、映画を観る私たちの平穏なしあわせのほころ

びにも忍び込む。そして、映画が進むにつれて、その情熱がサラの心

の中で、私たちの心の中で、静かに炎を上げ始めるのだ。

かといって、サラが家族を捨てたわけではない。なぜなら、サラは

家族を愛していたからだ。しかし、情熱がサラを動かす。それは、不倫

と呼ぶにはあまりに痛々しく、初々しい“生きる"ことへの叫びで

ある。サラは人生において、今初めて自分が、自分で見つけた生を自

分の手でっかもうとしているのだ。

サラがたとえ背信の罪に関われようと、その一部始終を目撃してい

る私たちにはわかる。ここには、痛みを伴う新しい“生"への希求、抱

きしめたい不幸なしあわせ、たしかな未来をつかむ生まれたての喜び

があることを・-・。

サラはそうして、わたしたちに、人生を強く感じるための、消えるこ

とのない小さな炎を贈る。(和久本みさ子/映画評論家)

この秋、木桔らしの吹き始めるロンドンでアンジ土リーナ・ジヨリー

に会った。白いシンプルな服を驚た彼女がいつになく美しく見えた。

それは、彼女の中であきらかになにかが起とったことを想わせる美し

さだった。いったいアンジエリーナになにが起こったのか。どんな質

問にも率直に答えを返す彼女は、その時、とう答えた。

rrすべては愛のためにi でヒロインを演じたことでわたしの人生

は大きく変わった。 ζの映画はわたしに演じることでなく、生きること

を要求したの。それは、わたしの心の旅になった。わたしはとれまで、

どんなに小さなことで頭を悩ませ、不眠になっていたか。でも、この

映画はわたしに“強く感じる"ζとのすばらしさを教えてくれた…。 j

観る側かういっても、映画には“観る"映画と“生きる"映画がある。

アンジ‘エリーナがそうであったように、 fすべては愛のためにj は、 H生

きる"娘顕であり、個人生が変わる"映画だということができるだろう。

それほどまでにこの映画はわたしたちの心を掘み、しあわせだと思

う、わたしたちの足元を揺るがさずにはいない。

それは、しあわせの中で眠っている情熱を目覚めさせうれると

とからくる、苦痛を伴う新しいしあわせの誕生を意昧するのかもし

れ忽い。

アンジ.エリーナ演するサラもそうだった。天性恵まれた美貌のアメ

リカ人女性のサラがロンドン社交界の箸名な慈善家、富豪のボーフォ

ード家に嫁いだ時、美男の御曹子へンリー(ライナス・ローチ)は、社

交界から喝采を浴びたものだ。彼女が今後社交界の慈善事業を推進


